2008.8.3.
　2008（平成20）年度前期DUOリーグ会議録
【日時】　2008（平成20）年7月19日（土）　　17：00～19：00
【場所】　駒込学園中学校　２Ｆ視聴覚室
【出席】（氏名）★はクラブ代表者代行
　都小石川（永山）、昭和一（永井）、三菱養和（漆間）、京華（小金丸）、都向丘（阿波）、筑波大附（中塚）、学習院（玉生）、豊南（野口）、本郷（都丸）、城西（武田）、豊島学院（早川）、郁文館（井上）、駒込学園（清水）、巣鴨（川上）、立教池袋（飯高）、獨協（神宮寺）、都豊島（竹内）、淑徳巣鴨（石原）、都竹早（嶋田）、日大豊山（山本）、都文京（梶山）、都足立工（川島★）、都足立（安藤★）、都江北（玉山）、足立学園（伊藤）、文京区中学選抜（武藤★）、FC西巣鴨03（岸）
【欠席】
なし
【オブザーバー：高校生】
　横田（都豊島）、布施谷（都足立工）、庄田（筑波大附）、柴田（城西）
【オブザーバー：一般】
　岸（釧路市より）、北爪（豊島学院）、土屋（トレーナー、ロッテルダムより）、田村（事務局長）、柳井（筑波大附OB）、土谷（KOSUGE1-16）、佐藤（靴郎堂本店）、加藤（学習院）、加藤（立教池袋コーチ）、寺澤（東京リゾート＆スポーツ専門学校）
【議事録作成者】
　柳井
Ⅰ．チェアマンより
１．「トロフィーがない！」プロジェクトの今後
（土谷）前期靴磨き講座等で各クラブの方にはお世話になりました。7クラブほど雨天中止などで残っているので、後期に回して続けて行いたいと思います。よろしくお願いします。
　　いま手元にトロフィーの材料として回収した靴が300足、今回トロフィーで使用したのが、状態のいい50足くらい。もちろんまた再構成すれば生地が作れる。あと、解体した靴のソールが大量に残っている。各グラウンドが土なので、靴の消耗としては皮の部分に穴が開いて使えなくなってしまうことが多く、ポイントがほとんど残っている。これを再利用してサンダルを作れば、文化祭などで売れるのではないかな、とおもっている。そういう可能性を中塚先生とアイデアを出して考えてもらっている段階。
　　皮製のサンダルになると手が込んでしまうので、ゴムなんかで作って、余った材料をのりでくっつけたりするとオシャレにもなる。こういうものならば素人の学生さんにも作れる。例えば、DUOリーグの所属クラブは参加費、グラウンドの費用などが結構かかっているということなので、僕らのほうで販売ルートを探し、1500円程度で売ってその半分の収益をDUOリーグの経費にあて、フェアトレード的に還元できないかということもやっている。ハードルとしては、オフィシャルな面でどのぐらいのものをどういう風に売ったらいいのか難しいが、逆に、できたものを売るのではなくて、作るというプログラム、ワークショップに参加してもらう参加費として売るということは可能なのかな、1500円で材料代と講師料込みで、その半分をDUOリーグ還元にというのが可能かな、などいろいろ考えています。トロフィーを2部リーグ、Eリーグにも作るなど、そういったことはいくらでも対応できる。
　　KOSUGE1-16というユニットで、秋に茨城の水戸にある水戸芸術館で展覧会がある。そのなかでDUOリーグのことについても発表したいので、その辺の了承もいただきたい。今後も展開できそうなので、佐藤さんとの中では古いものをつかった革を材料につかった「スキンプロジェクト」という名前で位置づけて、そのなかでDUOリーグとコラボレーションしていければと思う。
（中塚）スキンは革という意味ですよね？わかりました。ついでながら、もう出ていると思うが、本日（7月19日）の朝日新聞夕刊の2面にこのプロジェクトのことが取り上げられている。また、アウォーズには毎日新聞の記者の方も大阪からやってきてくれて、そちらのほうでもいずれ紹介してくれるのではないかと。
司会をやってくれたのは、筑波大学附属高校のサッカー部OBで広告代理店勤めている人。そのルートでも、いろいろな切り口で発信していけそうだという話を進めている。メインはサッカーのプレーだが、プレー環境をつくるためにやっておかなければならない資金作りへのアプローチだとか、あるいは、遊びの原点に立ち返る、非常に多くの可能性がある試みである。
　　
２．「Bヴィレッジ」および「Bヴィレッジフェスティバル」について
（中塚）資料（読売新聞の記事）をご覧ください。あとで丸山さんが来られたら補足していただきたいが、文京区の区立中でサッカー部があるのはたったの1校。そういう状況を、文京区に本部がある日本サッカー協会も、実は最初は知らなくて、いま中学年代の活性化と言いながら、お膝元の文京区はどうなってるんだと。そのあたりのことは永井さんが去年、地区の活性化担当ということでJFAの会議に出て、そのレポートをプログラムに掲載してくれた。そのあとも「Bヴィレッジ（文京フットボールヴィレッジ）」の名のもとに、「昼休み感覚でボール蹴りに来よう、場所は小石川運動場」というのを月に2回程度展開しているが、なかなか人が集まらない。そこでフェスティバルをやろうとなった。9月27日の開催が決まっている。
この企画は、JFAレフェリーカレッジの授業の一環として取り組んでいる。単にゲームをジャッジするだけでなく、サッカーのイベントにいろいろな人が関わっていることを勉強するのもレフェリーとしては重要。私自身、レフェリーカレッジの講師（スポーツ社会学）として関わっているので、その関係でこの企画に参画している。
DUO会議でこの話を紹介するねらいは、カレッジからの提案として、文京区在住在学の中学生及び小学5、6年生が来るのだから、それをカレッジ生だけでなく、文京区の高校生でこのようなことに興味を持っている人たちに関わってもらえないだろうかという話が来ているからである。DUOリーグはすでに、文京区で行われている「青少年サッカー大会（ライオンズカップ）」の審判派遣もこれまで行っている。その流れで、この日にあいている、興味を持っている高校生を、サポート役として募集をかけたいと思う。ということでよろしいでしょうか？
行事もあると思うが、近々そういった情報をメールで流すので、是非高校生諸君に情報を流してあげてほしい。高校生が小中学生と関わるひとつの機会として活用してもらえればと思う。
３．地区トップリーグの現状と今後
（中塚）資料をご覧ください。会議、通信、ML等で連絡済ではあるが、今年度から各地区リーグの上に地区トップリーグというのができた。下から順番に上がっていく仕組み。DUOリーグの場合は、DUOから直接地区トップではなく、Eリーグの上位4チームが地区トップリーグを構成するという形にしたところ、昨年度の後期リーグで上位4つを全部リバーサイドに持っていかれたので、DUO勢は一つも入っていない。だから関心が地区トップに向かないのもあるかもしれないが、いまこんな状況になっているというのが資料にある順位表と星取表。A,Bのグループに分かれてやっている。これについては玉生さんが地区トップ全体の運営委員長をやっているので、今後の見通しも含め、現状報告をお願いしたい。
（玉生）DUO通信に載せてもらったのでトップリーグがEリーグとどう関わっていくかというところは読んでいただけれたと思う。Tリーグの検討委員会に先日参加し、お互いがどう歩み寄っていくか、どうつながっていくのかという話し合いをしてきた。現状はとにかくまだ1シーズン目なので、DUOリーグやEリーグを手本にしながら、しっかりとシーズンをやり遂げることが重要。ちなみに地区トップリーグは1シーズン制で、8月いっぱいでシーズンを終える予定。終わってまた来年へ向けて反省等あるが、今後としては、来年度のリーグが終わったときにTリーグにつながっている、つまり参入権が1つでも2つでもあれば、という形で話し合いを進めて行きたいと思っている。
現在のところTリーグへの参入権は、高体連の大会でベスト16以上で得られ、たぶんその権利は何年間か残ると思われる。理由は、リーグに入っていないチームがあるから。リーグに入っていないチームも高体連でがんばればTリーグに入れる、そういう条件も残しておく必要があるのではないかということ。ただ、つながってしまえば、リーグに入ればリーグでそのままがんばっていけばTリーグに行ける、リーグが下のほうまで整備され、全チームが参加するようになれば、高体連の参入条件は消えてなくなり、完全にピラミッドの形になる。何年後かはわからないが。とにかく、来年度が終わったときに地区トップからTリーグに上がる、というルートが出来ればと思っている。
よく言われるのが、運営能力、本当にTリーグに入ってきてやれるのかよ、というのが一番にでてくる。Tリーグ、とくにT3の現状をみると、DUOリーグに加盟しているチームは十分やれると思う。ただお金の面もある。T1が30万、T2が15万、T3が7万という参加費が必要なので、そこはネックになるかもしれない。それが無理なら地区トップでやればいい、Eでやればいい、ただそれだけの問題である。Bチームがどこまで上がっていけるかという問題もあるが、とにかく来年につながっているようにしたいと思う。
（中塚）その先の話もお聞かせください。プリンスリーグも1部2部になったのですよね？
（漆間）三菱養和の漆間です。プリンスリーグ関東は今年から1部2部制になりました。1部は12チームの1回戦総当りのリーグ戦。2部は6チーム6チームリーグ戦で、上位チームが1部と入れ替え。今年に関しては1部の12チームのうち、下の4チームが2部リーグに降格になる。三菱養和はおかげさまで先週首位のマリノスと1-1で引き分けて8位になり、ギリギリ残留が決まった。2部から上がるのはジェフ、アントラーズ、矢板中央、鹿島学院の4つ。東京のチームは成立高校が2部にいたが、残念ながら、2部は4つ上がった残りの8チームは各都県に落ちてしまうので、成立は今度T1に落ちることになる。T1リーグも混戦のようで、帝京がいま1位で4試合くらい残っているようだが、その1位がプリンスリーグ2部に上がることになる。Tリーグから、本当にもうDUOリーグから始まって、高体連とクラブが一緒に同じ土俵で公式戦が出来るという場を目の当たりに見てきて、養和は上にいるがTリーグや地区トップリーグの活性化がなければ上にもつながっていかないと思う。東京では、Tリーグ優勝がプリンスに行くとはっきりしている。県によっては入れ替え戦があったりとか、チャレンジの試合があったりとか。例えば柏レイソルはユースのチームでとても強いが、プリンスの1部には入っていない。埼玉はU-17の年代で勝ったところが次の年に上がるというシステムになっている。
（中塚）そういう状況で関東エリア、東京のユース年代のリーグシステムといった場合の構造がこうなっているということです。
４．リゾスポより
（中塚）次はリーグ運営についてだが、その前にリゾスポの寺澤さんが今日来られている。昨日もテーピング講習会でDUOリーガー約50名がお世話になった。寺澤さんは別の会議があり途中で抜けられるということなので、ここでお話を伺いたい。
（寺澤）みなさんこんにちは。リゾスポから昨年度の2月に行われたDUO会議から今日の会議までで、いろいろ学校から案内をさせていただいている中で、DUOリーグのチームからのお願いなど、学校として何かやらせていただいていることがありましたので、ご報告をさせていただきます。
　まず、先ほど中塚先生からお話ありましたが、昨日テーピング講習会ということで、学校のほうで行わせていただきました。参加者は高校生45名、参加高校は11校で、本校の実習生も高校生とテーピングをする非常にいい機会をいただき、ありがこうございました。またこういった機会がありましたら是非本校でそういったものを提供できればと考えているのでよろしくお願いします。
それから、リゾスポで提案させていただいたもののなかで、フィジカルトレーニング講習会、体力測定の講習会を、本郷高校から希望をいただき、アスレティックトレーナーの資格を持つ3名を含む総勢10名を派遣して体力測定を実施しました。
また、スキルアップセミナーということで、テーピング講習会を何回か開催しました。豊島学院高校、本日1時半から豊南高校でもさせていただきました。その他、ストレッチの講習会や先生向けの講習会、例えば受傷予防や栄養指導についての講習会も受け付けているので、MLで発信させていただきますが、ご要望等ありましたら是非いっていただければ思います。
今後の予定としては、引き続きトレーナーの講習会、スキルアップセミナーを受け付けているというのがひとつと、あとは本校で体験入学という形で、来校された高校生向けの特別授業を8月2日の土曜日に、アトランタ五輪代表だった松原よしかさんが本校とつながっていて、就職先でもお世話になっているのですが、その方がサッカーの簡単な講習会というか講演も含めた特別授業を行うので、8月2日土曜日10時から本校にて行うので、もし要望希望がありましたらご連絡ください。
現在検討させていただいている内容では、昨年度の12月に提案させていただいた、DUOリーグのチームだけのフットサル大会を検討させていただいています。詳細等はまったくつめていない状況で、これから中塚先生とご相談させていただきながら進めて行きたいと考えています。DUOリーガーがサッカーをして、それぞれまた違った雰囲気、会場、環境でサッカーの試合が出来るような場を設定できるように活動しているので、詳細が決まり次第連絡させていただきます。今後ともさまざまご案内、ご提案さえていただきますのでよろしくお願いします。
（中塚）山本さんは昨日最初からずっとおられたのですか？
（山本）昨日は寺澤さんにもリゾスポにもお世話になりました。うちの部員、コーチも含めて参加させていただき、テーピング法を実習生から教えていただきました。是非今後みなさんもテーピング講習を受けられるように、全体に流布できたらと思います。

５．リーグ運営について
（中塚）チェアマンよりからはもう一つ。私からというよりも、ここから先は徐々に各リーグの話になってくるが、リーグ運営について取り上げたい。今シーズンは事務局長が替わったことや、各リーグの役割は毎回再編されので、記録の集計などトラブルが多く見られたと思う。このあとの経過報告、結果報告の中で是非それぞれのリーグ運営の状況などを交えながら報告してもらえればと思うが、その前に事務局長から、今回始めてやってみて困ったこととかありますか？結果の集計などの部分で。
（田村）3月の最後のほうだったと思うのですが、試合が1部2部共に入っていて、雨で中止になった連絡が何試合分か来たのですが、そのなかで連絡が来てない試合があったこととか、雨で中止になった試合が次にいつ行われるのかが把握できておらず、7月の最後のほうは何日に試合が行われるか把握できていない試合が多かったです。
（中塚）去年までは岸事務局長が通信を作ってくれていたが、今回田村新事務局長が初めてということもあって、今年度前期は私のほうで通信を取りまとめて作るようにした。非常に困ったのは、送られてきた通信を見たらわかると思うが、リーグの結果が、MLに投稿されているリーグとされていないリーグとがあって、特に1部リーグあたりは最後のほうまで全然わからない状況で、その欄をブランクにせざるを得ないということが続いていた。それと、各リーグで集計してくれたものをこちらで検算しなおすのは手間がかかり、とてもじゃないけれどやっていられないので、送られてきたものを基本的にはそのまま通信に載せる。通信が最終的な記録になる。ところが、後からもう一回見直してみると、総得点数がチームの得点者の点数を合わせるとずれている、ということがものすごく多かった。取りまとめる側からすると、それぞれのところでキッチリやってもらう以外にやりようがない。そのあたりの反省、今後へ向けての展望も含めて、ここから、前期DUOリーグについて、ということを、E、1部、2部DUリーグ、UOリーグの順番でそれぞれのリーグの状況と結果を中心に報告していただきたい。
Ⅱ．2008年度前期（第25回）DUOリーグについて（報告・審議）
１．経過・結果報告（各リーグ責任者および当該クラブ代表）
■Eリーグ（小金丸）
（小金丸）明日1試合消化して全日程終了となっている。ご覧になってわかるように、京華もふくめてDUOのチームが下3つで降格することになりそうで、申し訳ありません。
リーグ運営は、それぞれ役割分担があり、玉生先生がよくまとめてくださった。明日Eリーグ会議がある。
（中塚）補足だが、資料のEリーグの役割分担を見てください。Eリーグはこのようなつくりになっている。運営委員会というのがニュートラルな委員会で、運営委員長を百瀬さんにやっていただき、各リーグから運営委員とリーグ代表者、チーム代表者の長の主務が入っています。実際の運営は代表者会議でやっていて、主務の小金丸さんが長で、以下、会計、競技、審判、集計、プログラム、記録、表彰、このような仕事でやっている。Eリーグの会計の方は大丈夫？
（伊藤）今日、阿波先生とお話をして、DUOの分とEの分の参加費をお預かりして、明日なんとか間に合わせられればという状況です。
（中塚）集計のほうでずいぶん困っていたのではないか？
（玉生）記録報告が来れば僕が仕事できるのですが、やはりわからない試合が何試合かあり、特に終盤は昇降格が絡んでいる試合が一気にくると、リアルタイムで更新できるように、もう少し報告の部分を早くできるとよかったと思う。
（中塚）たぶんその部分はどのリーグも関係していると思う。

■1部リーグ（梶山）
（梶山）チェアマンからあったように、集計の部分で最初遅れてしまったところがあり、やはり最初に決めた役割分担の意識が低かったので、何度か連絡しあったりしながらリアルタイムで更新できるようにしていかなければならないと感じている。あとは日程的に、最後のほうにドタバタしてしまったので、もっと早く消化できるようにしていきたいと思う。
（中塚）これも資料のほうにあるが、責任者が梶山さんで、記録集計のほうは都足立と江北。結局安藤さんが全部やった形でしょうか。なかなか出てこなかったのは、試合結果の報告が遅かった部分があるのでしょうか。次回に向けてということでポジティブに捉え、反省点を出していきましょう。
（安藤）今回集計係をやるのは初めてだったので、江北の玉山先生と話をして、やり方等を聞きながら僕がやる形で、最初のほうは僕のほうがいろいろ大変だったのでメールを見ることができず、メールを見始めてからちょくちょくやるようにはなっていきました。
（玉山）最初の役割分担のところで、集計係が二人いたのでどっちがやるかという話し合いが具体的にはっきり出来ていなかった。安藤君が、DUOの集計係は初めてだから、勉強がてら一緒にやってもらおうという話はしたのだが、先ほどの彼の話にあったように不慣れな部分があったところで遅れてしまったのかなと思う。後のほうになると要領をつかんできたのかテキパキやってくれるようになった。結果の集計の打ち込みの作業が直接は指導することが出来なかったので、結局苦労をかけてしまったと思う。
（中塚）油断しているとどんどん溜まってきて、溜まれば溜まるほど集計が大変になってくる。

■2部DUリーグ
（永井）すみません。役割分担をMLで送ったつもりでいたのですが、たぶん送っていなかったのだろうと思います。
DUリーグは、日程的に厳しかった部分があって、雨とかの影響で7月にやる試合が多かったと思う。1試合だけ未消化の試合が出た。昨日やる予定だったのだが、雨天の関係で出来なかったということで、あってはならないことだが、未消化の試合が出てしまったのは残念。同じように集計の段階で非常に大変だったと思う。
（石原）なんとか二人で分担したが、最後でミスをしてしまった。資料の得点ランキングのところで3位の表記が抜けてしまった。申し訳ありません。私のミスがなければうまくいったと思います。
■2部UOリーグ
（清水）リーグ運営については特に大きな問題なく進められたと思う。未消化の試合もなかった。やはり天候に左右され、前半のほうで雨天中止の試合が多くあり、5月のはじめの段階でリーグ運営会議を行い、延期になった試合をすべて日程に組み込めたが、昨日までのギリギリの試合消化で、かなり厳しかった。
（神宮寺）集計のほうは、今回はすべて獨協でやった。というのも、松嶋先生（巣鴨）とうまくコンタクトが取れず、リーグ開始のころはどっちがやるのかわからないまま集計を出せなかった。そのまま少し経過してしまったので獨協としての判断で、獨協がすべてやってしまった。
（中塚）各リーグに7～8チームあって、やるべきポストは多くて6つしかなく、1つのポストに複数クラブが関わることに大抵なっている。そのときにどちら主導権を握ってやるのかというのが曖昧な形でスタートしたのかなと思う。特に集計のところは、1週遅れるとどんどん大変になってくるので、スタート時からしっかりやっておいてもらいたい。
UOリーグは、会計の岸さんからメールで貴重な情報をいただいているので、そのあたりを披露してください。
（岸）UOの会計担当ということで、向丘の阿波先生が全体もやられているということで、やらなければならないなと思い、最終的に集計がわかりやすい方法で、清水先生が困られないように、とりあえずUO関係だけでグラウンドはどこの学校が主催したか、主審はどこがしたか、というのだけは毎試合確実にMLでいただいたのをチェックして一覧表にしてみた。途中で出せばよかったなと思ったが、最終的に昨日終わった時点で出した。これをやればお金も簡単に済むし、全体の会計の型のサポートにもなると思う。これを1部やDUでやれば楽かなと思ってやりました。
（中塚）そのあたりは全体の会計としてどうですか？
（阿波）本音で言うと、僕自身も全体のMLをチェックしながらずっとやってきたのですが、昨日岸さんのリストを目にしたので、もうちょっと早くわかっていれば、というのと、他のリーグでもやっていただければと思います。しかし、会計のほうで毎回チェックしてやってしまったほうが、連携をとるのは難しいので、今日も一つミスをしてしまったのですが、確認という意味で使わせてもらうといいのかなと思います。
（中塚）昨日のMLをご覧になっていない方は何の話かよくわからないかもしれないが、岸さんのほうからすごくわかりやすい表が出てきた。あれを各リーグがやってくれれば、たぶん取りまとめるほうはすごく楽だし、各リーグで確認すればすむことだからそのほうがいいのかなと思った。後期はダブルチェックの意味で、各リーグでもやっていただきましょう。岸さんどうでしょう？
（岸）いや、逆に僕はこういうことをやるのがUOの会計かなと思ってやってので。会計といっても自分でお金を握っているわけではないので、せめてUOのお金が動く部分だけでもサポート出来ればと思ってチェックしておきました。
（阿波）実はあとで言おうと思っていたのだが、主審の所属でちょっと複雑なことがあった。表の一番上の岡崎君は、豊島高校OBだが、本郷VS向丘の試合で、たまたま僕の試合だったので本人にどこに支払えばいいのか、じゃあ今回は本郷でというような複雑なことがあった。あと、学校以外のグラウンドを取ったときに、主催がどちらかというのが落ちているメールがたくさんあり、それを僕のほうで確認するというのがたくさんあった。そこは僕がダイレクトで連絡を取れたのでよかったのだが、そこを各リーグでやってくれて、私のところに来たときにそういう不都合が出やすくなってしまうのではと思います。そうすると全体の会計が一人でやって、それでミスがあったらはっきりわかるのだが、その前段階で各リーグでやっていただいてそこでミスがあった場合はどうなってしまうのか、と思います。
（中塚）どうですか？半分後期に向けての話も含まれているのですが。
（岸）確かに主催校の記入漏れは多かった。でも報告したところが主催と思ってこの表を作ったが、当初は必ず審判料、グラウンド料をどちらが払ったかというのを書いてくださいと頼んだが、意外とそれが落ちている報告があったと思う。
（中塚）各リーグでまずやってもらいましょう。西巣鴨の岸さんがやってくれたようなものを。阿波さんも全体のとりまとめでされるかもしれないが、ここで二重にチェックするような形でできればいい。よろしいですか?　→　異議なし

では後期リーグで各リーグの会計担当になった方は、岸さんが作ってくれた形式にあわせて、会場を押さえたクラブ、審判担当、などを一覧にあわせて毎試合記録するような形でやってください。
２．各賞選出
1部優勝チーム　…　都立足立高校
1部MVP　　　…　内田大貴（都足立）
1部得点王　　　…　貝森将人（都足立）14点
優秀審判賞　　　…　横井航平（本郷3年）
2部優勝チーム　…　FC西巣鴨03
2部MVP　　　…　郡翔太郎（日大豊山UNO）
2部得点王　　…　DU：阿部剛士（日大豊山）7点

UO：中山聡（西巣鴨03）7点
特別賞　　　　…　三栄社（長年にわたるDUOプログラム印刷・製本への貢献に対して）
Ⅲ.2008年度後期（第26回）DUOリーグについて（審議）
０．新規加盟クラブの紹介（もしあれば）
（中塚）まず新規加盟クラブのところを先にいきたいと思いますが、何か聞いていますか？一つ聞いているのがあるのですが。じゃあ、アンマリアトーレの現状を教えてください。
（武藤）おととしの文京区中学選抜の子達が、怪我ないしは他の部活をやりたい、という中で、それでもサッカーに関わりたいという子が何人かおり、文中選としてフットサルに参加したあと、「やりたいんだけれどやる場所がない」と相談を受けた。そのときに2003年度の旧アンマリアトーレの子達が大学生になっており、社会人チームとして板橋区のリーグに参加しているところへ、練習だけでもいいから参加させてくれ、という要望から、高校生で、どこの部活にも所属していない子供たちのチームが立ち上がったようになった。彼らが中学3年の3月（2007年3月）に練習を始めるようになり、そのときは参加者が15名くらいいて、その子達は誰もサッカー部に入らないという話だったのだが、社会人のチームとして練習している中で、10人ほどが高校の部活に入るようになり、4月の段階で5人くらいからスタートするようになった。そこから昨年度は、U-18フットサル大会に参加しながら、活動を週2回プラス日曜日に試合を行っていた。
昨日の段階で11名集まり、もし機会があればDUOリーグに参加したいという彼らの意思が強く、中塚先生に連絡したところ、参加するだけのクラブ力があるのか、準備期間が短いのではないか、ということで、その後再度子供たちと相談したところ、もっと自分たちで頑張って、クラブ力、チーム力をつけて、来年度の前期から再度挑戦を試みるよう、今年度後期に力を蓄えようという話になった。後期は参入は見送ろうという話なのですが、アンマリアトーレとしていずれ参加をしたいと思っている。
ただ前回、アンマリアトーレは文中選のクラブの中のアンマリアトーレというチームで参加した経緯もあり、もし後期2部に1チーム足りないということがあれば、西巣鴨さんのようにオープン参加として参加できればというのはあるが、後期に関しては見送ろうと思っているような状態です。
（中塚）新規加盟という話で言うと、以前参加していた「アンマリアトーレ」というチームは、文京区中学生選抜というクラブの中の高校生チームということだったのだが、新規に「アンマリアトーレ」という高校生クラブを立ち上げようという話が、準備不足で間に合わなかったという話。
１．後期リーグの準備について
１）後期参加チーム数
（玉生）まず、今日資料で用意した08年度後期参加チームを埋めてしまいたいと思う。数字が入っているところはMLに返事をいただいたところで、入ってないところは今から伺います。右側はその参加チームがどこに所属するかを表したものです。
小石川…１、駒込…１、豊島…不明、文京…１、足立学園…１
２）Eリーグ（8チーム）構成チーム
　　前期からの残留（5）・・・（都葛飾野）、筑波大附、学習院、（関東一）、都豊島
　　DUO1位　　　　　・・・都足立
　　リバーサイド1位　・・・都小岩
　　参入戦勝利チーム　・・・7月20日（日）16：00城東A（RS3位）VS本郷θ（DUO2位）
３）1部リーグの構成チーム
残留　　　　　　　・・・都江北A、都文京、豊島学院A、巣鴨B、（本郷θ）
Eリーグからの降格・・・都豊島or足立学園、都小石川、京華
DUO1部へ昇格　　・・・日大豊山、巣鴨A
（玉生）1部のチーム数だが、本郷θが参入戦で勝てば9チーム、負けると10チーム、という形になる。後期をどうするかということだが、事業部長の僕の提案としては、9チームもしくは10チームで1部リーグを後期は行う。8チームでやるということを前提にこのリーグをはじめていないというのが一番の理由としてある。来年度からは、Eリーグ、地区トップ、さらにはTリーグとのつながりも出てくるかもしれない。そういう中で、いろいろなパターンが出てくると思う。そのときに対応できるようにDUO1部は8チーム、ということにする。例えば、今回その決まりがあった場合、巣鴨Bは降格となる。10チームになったら豊島学院Aも落ちる。来年度からは8チームでやっていくのだということを、ここで決めてしまいたいというのが僕からの提案です。
それはひとまず置いといて、2部のチームが16チームになる。後期2部リーグは8チーム×2でよろしいですか？
（中塚）じゃあまず、今年度の後期の1部リーグは、事業部長原案、9または10チームで行うと、ここが決まらないと下が決まってこないので。という原案です。MLでずいぶん前に出て、特段反対意見も出ていなかったので、こういう方向でいくのかなと思うのですが、どうですか。前事業部長の小金丸さんどうですか？
（小金丸）以前そういう話題になったときに、たしか後期は行事等がたくさんあって難しいので8チームでという話もあった。原則的には後期リーグは12/23までという風に決まっているが、以前10チームでやったときに、次年度の前期リーグは4月からということなので、後ろに伸びてもいいのではないかという案があり、結局1月中ということにして全日程を消化したと思う。だから、事業部長の原案であれば、前例に倣って、時期を少し延ばしてやるということもいいのかなと思う。やはり、いきなり会議で、じゃあ4チーム落としましょう、というのも厳しいかなと思う。
（中塚）たしかにそういうことがあったので今回の原案のところに最終日の設定をどうするか、というのが出てきている。今年度の後期については、これまでの経緯もあるので9または10チームで行うということでよろしいですか？　→　了解

最終日はそんなわけで、1部リーグ以外は12/23ですが、1部リーグに限っては、1月のどのあたりでしょうか？
（玉生）それを言ってしまうと初めから1月に組まれてしまいそうなので、出来る限り12/23に終わるように頑張って組んでみてください。それを一応は原則として、どうしようもない場合は1月にかかっても今回の1部リーグの場合はしょうがないというスタンスでお願いします。なんとかいままでも頑張ってすましてきている。1月に延ばしてないのではないですか？
（小金丸）流れた試合が1試合ありました。
（玉生）1個あったみたいですけれど、頑張ってやって来れているので、なんとかとりあえずは12/23に終わらせるような形でやってもらって、物理的に無理だとか、天候によってとか、最終日に間に合わなかった場合には1月もOKだよということでやっていただきたい。
（中塚）その場合でも1月末日まで。じゃあ1部リーグは出来る限り12/23まで。どうしても出来ない場合は最大限1月中の試合も認める、だけど2月中はだめ。そういう線で1部リーグはお願いします。2部リーグは12/23まで。
あわせてこの続き行きますけど、来年度からDUO1部は8チームで編成する、どうですか？これもさっき小金丸さんが言った、そのときにも話題になって、やっぱり難しいのではないか、ということで今の状況になっているけれど、逆にもう随分いろいろなリーグが整備されてきているので、もう8チームだよ、という風にわかっていれば、上のリーグの動向を注意しながら、腹積もりも多分出来るだろうし、もうそろそろそういう段階かなと思うのだが。
つまり2009年度から1部リーグは8チームですよと。玉突きで下に落ちる可能性があるということですが。早川さんどうですか？
（早川）かなりリーグが整備された。地区トップリーグが大きいのだと思う。それで4チームが落ちてくる、3チームが落ちてくるという状況になっているのは、Eリーグがあるからだと思う。リーグの発展のためにEリーグはつくられて、すごくよかったと思う。トップリーグができて、Eリーグの存在が難しくなってきていて、Eリーグの存在がある意味なくなれば、そんなにチームが大きく落ちてくるということはない。そっちの整備、発展的な整備、Eリーグがダメだということではなくて、そういう考え方をもつのもよいのでは。何チーム何チームと大きく入れ替わるなら、Eリーグの発展的な解消もあるのかなと思います。そのほうがスムーズになると思います。
（中塚）地区トップがない段階で、上へ突き抜けるリーグということでEリーグというものをつくり、2、3年経過している。よその地区でも東西南北のリーグが出来ればいいなと思っているが、なかなかそうもいかないような状況。としたときに、資料のサッカーリーグ構造の中で、1地区2地区のところだけが突出して1つある、というのがもしかすると他の部分でネックになりはしないかという危惧はある。そういうのも含めて、また結論を先送りに、ちょっとずるい解決かもしれないけれど、2009年度からはという風に言い切るのは難しいかな、という気はしている。もうちょっと玉虫色で経過をみて。だけど、基本は8チームでいきたい。運営のことを考えると。
（玉生）全然シミュレーションしてないのでわからないけど、さらに1部リーグが同じように膨れ上がるというパターンもあるのではないですか？これ以上、12チームになるとか・・・
（中塚）それはありえない。もし仮にEリーグが発展的解消だとすると、今Eにいるところは1部リーグ。1部リーグの下位にいるところは2部リーグ。2部が2リーグでは絶対出来なくて、常時3リーグになる。そんなイメージです。
（玉生）Eが来年度も同じ形で継続されていたら、今回のパターンは生まれる可能性があるのですか？
（中塚）可能性は、なくもないです。
（玉生）そうなったときにまた1部リーグが膨れ上がることは？
（中塚）膨れ上がったとしても上限は10ですよ。それ以上はやったことがないし、多分それは不可能です。安藤さん、なにかいいこと言っていた。
（安藤）チーム数を増やす、増やさないの問題で、たとえばグラウンドの確保と前期で消化する試合数がどうしても雨とかで流れてしまった場合、やはり多いので、そのへんを、上とつなげるために通年リーグにしたほうが、チーム数も増やせると思います。通年リーグであればチーム数を増やした場合でも試合の消化も多少は楽になると思います。あと、グラウンドを持っていない学校に対しても少し優しくなるのかな、と思います。
（中塚）この件は収拾がつかなくなりそうなので、このへんでペンディングにしましょう。以前この議論をしたときもそうだったと思うけれど、上限は10だろうと。それ以上は現状の前期後期というスタイルでやる限り、それ以上のチーム数はありえないということはいいですよね？
４）2部リーグの編成・・・8+8
５）各リーグの役割分担と会議日程の決定
①リーグ日程の確認・・・上記
②第1回会議の日程決定
1部リーグ・・・8月8日（金）＠都文京　18：00
2部リーグ・・・8月14日（木）＠都江北　18：00
Ⅳ．各担当より（報告・審議）
１．事業部門
１）審判部
（梶山）後期終わってからになりますが、審判講習会を行います。MLのほうで日程調整を伺いながら決めていきたいと思います。ただまだいろいろな説明会が行われたあとにということになりますのでよろしくお願いします。
２）技術部
（井上）大変申し訳ございませんでした。前期DUO選抜を実施できませんでした。後期にあたって、江口先生と相談しながら早めにML等で流していきたいと考えています。
２．管理部門
１）経理
（阿波）駒込の清水先生から少しずつ引き継いでいます。まだ慣れないですがよろしくお願いします。お手元に3枚つづりの資料があって、参加費、クラブ加盟費、個人登録費の支払い状況です。清水先生のほうから2回、私のほうから1回MLで催促メールを流したのですが、集まりがあまりよろしくない。今日２校この場に持ってきていただいたのですが、原則５月いっぱいということになっているのでよろしくお願いします。
３枚目の資料で前期審判費ということで先ほど話題になりました。この表でなにかありましたら私のほうまで言ってください。お願いは、会費の支払いもそうなのですが、もう一つは先ほどもちょっと言ったのですが、主催ゲームのことです。高校以外のグラウンドを確保したときにどちらのクラブがお金を支払ったのかということと、審判の所属というよりもどこの学校に審判費を支払えばいいのかということを私は知りたいので、そのへんのことをMLで流すときにはっきりと書くようにお願いします。
（清水）今回再三にわたり督促のメールを出させていただいて申し訳ありませんでした。一応前期分は前期のうちに、後期分は後期、その原則を守りたいということでメールを流させていただいた。しかし結果的に前期のうちにすべて完了することは出来なかった。各クラブいろいろと事情はあると思うが、会計のほうを最後まとめるときにまとまっていないとわからないことも出てくるので、その辺ご理解とご協力をいただきたい。領収書については後期が終わって最後の、新しく次年度が始まる前の会議のときに領収書は発行するということになっているが、クラブの事情で早めに領収書がほしいというクラブについては会議の少なくとも3日くらい前には完了しておいていただかないと、土日に銀行に行ってチェックすることが難しいので、出来ればそれより前に、一番ありがたいのは期限を守っていただくということなのですけれども、でないと領収書をいきなり今日いただけないかといわれても発行するのは難しくなってしまうので、そのあたりクラブの事情等あると思いますがよろしくお願いします。
（神宮寺）参加費の支払いに関しては昨年度もDUO会議で振込みが遅れているということが話題になっているので、そのあたりは非常にゆるくはなっていますが振込みの期限は決まっているので、そこは各クラブのほうでいろいろ事情はあるかと思いますがご協力いただきたい。
２）広報
（石原）プログラム締め切り・・・8月23日（9月1日発送）
早めにメンバー表等が出来た場合は、早めにくださると助かる。
業者変更について、現在「三栄社」さんにお願いしている。とても一生懸命やってくださっているが、ちょっとうちの学校でやるのは時間がかかってしまい、コストの面でもう少し安く出来るところがあるので、三栄社さんから白旺社という会社に変えたいと考えている。理由としてはまずコストが、前期と同じ量を刷るとマイナス3万円で出来る。あと、スピード。発送までのスピードをちょっと早く出来ます。しっかりつくれば4日でいける。DUOリーグパンフレットの発展的な部分で少し変えていきたいなと思っていますがご審議お願いします。
（神宮寺）今まで三栄社さんのほうでお世話になっていたが、白旺社さんというところに、経費を抑えるということとスピードアップというところで変えたいと思うのですが、いかがでしょうか？安くて早いほうがいいかとは思いますので、そちらのほうに変更させていただければと思います。よろしいでしょうか？　→　異議なし
（石原）ありがとうございます。では白旺社に変えさせていただきます。ただ三栄社さんも今まで長いこと一生懸命やっていただいたので、私からでいいのかよくわからないのですが、出来ればDUOリーグ特別賞に入れていただければと思うのですけど、よろしくお願いします。→　賛成
（清水）会計からですが、広告料を三栄社さんからいただいているのですが、業者を変えるということであれば広告料の問題も出てくると思うのですが。そのあたりのことは。
（中塚）それは僕のほうで三栄社さんと話しをします。
３）規律
（小金丸）前期リーグの途中で退場者の扱いというのがあり、退場者が出た場合、私の携帯に電話連絡をいただくということにした。退場者が出たときに次節などの出場停止とかを決めることとかもあるので電話連絡でお願いしますということにしたが、このやりかたはよいと思うので、後期も続けていきたいと思う。
（神宮寺）規律に関わるかどうかわからないが、1点だけ報告がある。ある方からご指摘をいただいたのだが、西巣鴨さんが審判をされているときに、審判がガムをかみながら噛みながらやっていたという日があったとのこと。それを見ていた方から、高校生が主体の教育的指導のあるリーグにおいて、大学生あるいは社会人に当たる高校生の見本となる人がガムを噛みながら審判をやるというのはどういうことなのかという報告をいただいた。この場で報告させていただきます。
（岸）確認してそのようなことがないように注意します。もうしわけありませんでした。
（神宮寺）同様に他のチームも、指導者の方の喫煙等の問題もありますので、そういったところも注意していただければと思います。
３．企画部門
１）地域活動推進部
プログラム企画とくになし。⇒トロフィーの件を掲載
２）医・科学活動推進部
（玉山）テーピング講習会等やっていこうという話があり、先ほど寺澤さんから話があったように、参加者、参加校数共に多かったようなのでよかったと思う。最初は返信具合がよくなかったが、最終的には45名、教室が2つ埋まるという形になってよかったと思う。また今後の企画については考えていきたい。
＜高校生の感想＞
竹内（都豊島）3回目の参加なのですがやはりまだわからないことばかりなのでまだまだ勉強しないと、と思いました。
横田（都豊島）DUOリーグのトロフィーを見て、その他のリーグでもあればよいと思いました。
川上（巣鴨）　運営のこととか知らなかったのですが、今回初めて知ることが出来てよかったです。
布施（足立工）初めて参加して、話が難しくてわからなかったが、またこういう機会があったらわからないけど参加したいと思います。
川島（足立工）こういう会議は参加したことがなく、難しい話でよくわからなかったけれど、また来られたら期待と思います。
庄田（筑波大附）今回初めてこういう会議に参加して、DUOリーグについてさまざまなことを知ることができ、すごく勉強になりました。おもしろかったし楽しかったです。僕自身これから長い間サッカーと付き合っていくと思うのですが、サッカーを思い切り楽しみ、8月の選手権に向けて頑張っていきたいと思います。
竹田（城西）　こういう会議に出るのは初めてでよくわからなかったけど、いい経験が出来ました。
柴田（城西）　こういう会議は初めてで、すごい話をしていると思いました。個人的にはGKをやっているので得点ランキングのようなものを見るとこんなにいっぱい入れられるのは悔しいです。
議事録作成　桝井隆志

確認・一部修正　中塚義実
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